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原価企画力・製品事業力（稼ぐ力）を高め
る

設計 製造

原価

原価企画力↑ 製品事業力↑
原価による見える化
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KEY WORD: 原価情報

収益性情報
（製品別原価に基づく顧客・製品別収益）

原価情報
（実生産性を反映した製品別原価）

生産性情報
（ライン・工程・製品別生産性）

改
善
効
果
の
見
え
る
化

迅
速
な
意
志
決
定

PDCA

PDCA

PDCA

ベ
ク
ト
ル
の
一
致

現
場
指
標
に
も
と
づ
く
評
価

原価情報は、現場と経営・設計と製造・部門間をつなぐ架け橋
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KEY WORD: デジタル化

→国際化・分業化・分散化時代
の

製品横断・大部屋活動

空間 と 時間 を越える ものづくりコミュニケーション基盤

各部門の指摘事項 や 過去製品情
報、

ノウハウ、トラブル情報からアラー
ト表示

部門を超えた改善意見交換や

過去製品レビューの履歴、

ノウハウ、トラブルなどの詳細情
報
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見える化

標準化

高度化

正しい行動を促す取り組み

正しく実力を発揮する手続き

標準を更新していく取り組み

原価企画

製品事業力

製造情報の設計活用

製造業の儲けの本質

KEY WORDS: 原価情報・デジタル化
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在庫削減行動を促す「見える化」

不要在庫
20億円

半年後: 
10億円以上削減

高単価

中単価

低単価

（死蔵在庫単価別内訳）
在庫金額（３９億円）

０

1,200

1,900

2,700

3,500

3,900

回転在庫
12億円

仕掛在在庫
７億円

長期固定仕掛在庫
８億円

滞留(不動)在庫

４億円

長期

短期

（製造引当在庫）

死蔵在庫
８億円

システム上の数値に色（意味）をつけて、見える化

見える化による在庫削減の事例
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調達コスト改善行動を促す「見える化」

見える化による調達コストの改善事例

システム上の数値を比較（対比）するように、見える化

～ 半年後にA工場もB工場も両工場がコストダウン実現 ～

品番 単価

6BSSS401 900 

6BSSS301 750 

6BSSS501 1,050 

6BLTB000 18 

6BSCB000 550 

6BSCR001 560 

6BSHK300 4 

6BSHK400 6 

6BSHK500 10 

6BSMS500 380 

6STCB000 700 

6STCR001 2,300 

品番 単価

6BSSS401 1,000 

6BSSS301 900 

6BSSS501 1,200 

6BLTB000 20 

6BSCB000 550 

6BSCR001 560 

6BSHK300 4 

6BSHK400 6 

6BSHK500 10 

6BSMS500 350 

6STCB000 700 

6STCR001 2,200 

品番 単価

6BSSS401 900 

6BSSS301 750 

6BSSS501 1,050 

6BLTB000 18 

6BSCB000 550 

6BSCR001 560 

6BSHK300 4 

6BSHK400 6 

6BSHK500 10 

6BSMS500 350 

6STCB000 700 

6STCR001 2,200 

単価

900 

750 

1,050 

18 

550 

560 

4 

6 

10 

350 

600 

2,100 

Ａ工場 Ｂ工場
(３ヶ月後)
Ｂ工場

(６ヶ月後)
A・Ｂ工場両方

Ａ工場に
負けてるぞ！
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原価企画における「見える化」

コストダウンの知恵
を

出すための仕組み

開発者のコスト理解
と

コスト意識向上

コスト設計の
目標設定と管理

関係部門の知恵を集める・発想を得る
見積基準・コストテーブル（購買部門・製造部門の知恵）

ティアダウン・ベンチマーキング（競合の知恵）

部品メーカーとの共同開発（メーカーの知恵）

設計標準化・標準部品設定（先達技術者の知恵）

設計開発者のコスト意識を醸成する

製造現場の理解（３現主義） ※コストの関連性理解

自社のコスト・要因・改善状況を知る。他社と比較する。

目標設定と割付をし、その目標達成支援を行う

コスト設計のPDCAサイクルを回す。（まず現状の見える化）

コスト設計も機能設計も同じ開発者の能力発揮舞台

原価企画・原価見積のための原価を「見える化」し、
機能・品質の作り込みと同時に原価の作り込みも行う

コスト設計のPDCAサイクルを回す。（まず現状の見える化）
両輪のPDCAサイクル

自社のコスト・要因・改善状況を知る。
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コストファクターの「見える化」

「設計基準と原価基準の二律背反」の 解決プロセスこそ イノベーション

市場・顧客からの要求

製造設備・資源

適応

制約

製品
（設計）

・・・・・設計視点

・・・・・原価視点

・ニーズ適合の品質基準
・業界固有の基準/規格
・顧客固有の基準/規格
・試験基準

・生産性/作業性の原価基準
・工場/外注先の生産性制約
・工場/外注先の納期制約
・製造品質における基準

製造現場の理解（３現主義） ※コストの関連性理解

※出典: プリベクト 北⼭⼀真

競争力と儲けの両立を実現するイノベーション
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工場における製造現場改善提案の一例

ドライバ選択
指示表示

IoT 解決策 ？
（資本効率）

損益 ＝ 回収－投資

組立製造ライ
ン

（ネジの例）
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工場における製造現場改善提案の一例

組立製造ライ
ン

（ネジの例）

ネジは１種類でも
トルク違いがある
と・・・ネジが密閉製品内部

に
使われている

製造作業スピードの大幅向上

（スループット増大）

ネジは１種類に！
→ 複数製品の共通化（標準化）

各社の取り組み事
例

それでも・・・
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原価の見える化でアイディアを創出した
事例

信号灯積層部分の
スタッカブル構造採用

・ネジを無くして、スタック方式の仕様に変更。
・ユーザ自身で積層数や色順を任意に変更可能
に。
・試験や認証もシリーズで実施可能に。

仕様変更の効果

・機種間の部品の大幅な共通化

・開発期間短縮と開発コスト低減

・材料費の大幅低減

・調達管理コスト削減

・在庫削減と在庫リスク低減

・製造準備と製造工数低減

・販売施策の自由度拡大

製
造
原
価
低
減
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原価の「見える化」とアイディア創出の
仕組み

製品粗利
大幅に向上↑
企業利益

対象製品分向上↑

原価見積の効率化
・高速化を実現

ものづくりコミュニケー
ション

基盤の構築

相乗効果

多数のアイディア創出

十分な施策検討サイクル

● 最新データで部門を超えて検
討

→ 製品横断アイディアを多数
創出● 全機種への影響をすぐ評価

→ 結果を見て、更なる改善検
討

※数日かかった計算を数分で完
了

（アイディア創
出）

設計 購買 営業製造

→ 開発設計者は

新技術の研
究、

高機能部材や

コストダウン
策の

検討時間増加

（PLM）共同作業場

（既存）自社開発

技術情報システム

（既存）mcframe

生産・販売・原価管
理

BOM

3D-CAD
2D-CAD

設計・製造・
見積情報の集約

新規部品・見積情
報

取引先情報など

製造情報
原価情報

EXCEL

PDF

原価
分析

・部品毎の所要量計算

・製品毎の原価計算

3D
モデル

原価企画に必要な情報をすべて集める

原価PLMを既存BOMシステムに追加して原価企画に活用

高度化
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設計者にコスト意識を根付かせ、
原価見積のPDCAを実践する仕組み（事
例）

原価PLMを既存BOMシステムに追加して原価企画に活用

（PLM）設計段階における

原価見える化/類似形状検索

設計者のコスト意識向上

（既存）欧米製PLM

BOMシステム

（既存）海外製
ERP

生産管理・原価管
理

BOM

3D-CAD
（複数種類）

設計・製造・原価情報の集
約

製造情報
原価情報

設
計
者
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

（BI）・見積と実績の差異分
析

・ コストダウン進捗分
析

設計成果物の共有と活用

出図前の原価見える化

原価見積の改善PDCA

設計者への支援策
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mcframe PLM EM-Bridge
mcframe PLM EM-Bridge

QC工程表･製造手順書など

PLM・PDM

技術情報システ
ム

3D-CAD
2D-CAD

BOP情報
(作り方) 

生産管理システム

MES・スケジュー
ラなど

調達BOM・製造BOM
製造工程情報 など

PLM SCM

製品設計（E-BOM） 工程設計(BOP＋M-BOM) BOP ＋ M-BOM

製造手順書QC工程表

設計BOM

工程/工順

冶具/工具/設備

双方向連携（ものづくりコミュニケーション基
盤）

出力

設計変更一覧製造BOM

グローバル
“ものづくり” 情報統

合

工程設計の前倒し検
討

コスト競争力強化

設計変更の影響特定
迅速・確実な反映

原価企画
シミュレーション

設計-製造連携
統合プラットフォーム

（ものづくりコミュニケーション基盤）

ものづくりコミュニケーション基盤
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開発段階から製造・調達性を踏まえた設計
評価

反
映

設計変更

設計変更確認および変更反映画面

E-BOM

M-BOM/工程/工順 ３D形状

 “つくり”を考慮した製品開発の促進によるコスト競争力強化

 設計変更の製造への影響範囲の迅速な特定と確実な反映、
フォロー

 製造プロセスの標準化と改善促進、最適・代替生産地検討支
援

ものづくり統合マスタ管理（拠点別の工程情報マスタ=ライブラリ管理）
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開発初期の設計品質が勝負を決める！
（デザインスペース機能の統合）

・設計仕掛段階のBOM
（＝CADデータ）から連携
して、BOP検討を可能に。
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設計開発段階からの原価の「見える化」
① 原価企画段階でのコストの見える化

③ コスト分析の支
援

② 工場別のコスト情報(原価・LT)比較分
析

原価企画段階からのコストの見える化：

・ 生産管理システムの原価情報を踏まえた実力コスト
評価

・ チャージレートと製造時間を用いた製造原価シミュ
レーション

・ 為替レートや貴重材料価格変動時の影響シミュレー
シ ン
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KEY WORDS: 原価情報・デジタル化
原価維持・改善： PDCAサイクルで高度なコストマネージメントを実現

製造部門のPDCA

原価差異分析

標準原価設定

ドリルダウン分析

原価シミュレーション

実際原価把握
総合原価・個別原価

財務会計と管理会計のコストマネージメントを両立
迅速な
意思決定

原価情報の
戦略活用

計画主導型
業務の確立

選択と集中
による利益拡大

原価低減
推進

営業部門のPDCA

売上予算設定
売上シミュレーション

売上分析
ドリルダウン分析

売上実績把握
月別推移・進捗把握

事業部門のPDCA

予算編成

損益把握

予算シミュレーション

全社・品目別P/L

利益分析
ドリルダウン分析
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mcframe 原価管理・PLM 連携活用事
例
損益・投資回収/廃番計画シミュレーションの事例

既存部品

新規部品

見積書

図面

BOM&
製品直材

類似検索

損益・投資回収
廃番計画

損益分岐点
シミュレーション

経営判断情報 原価計算の根拠情報 参考情報

完全
新規部品

過去
類似部品

原価情報 直接費

間接費販売計画

原価報告用
レポーティング

新製品企画書

実際原価
評価額

（ 生産･販売･原価管理 ）
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組織力評価

製品事業の投資回収ポイント「見える
化」

PLMシステム

新規キャッシュ・固定費回収分析 製品事業（PLM）損益分析

事業力評価

（製品損益）

利益＝回収－投資

※製品ライフサイクル
全体で評価

※戦略的/恣意的な回収
配賦ルール

B

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

製品A

企画･研究 設計
試作

生産
準備 調達･製造・販売・サービス製品B

企画･研究 設計･試作 生産準備 調達･製造･販売・サービス製品C

製品A

製品C

（期間損益）利益＝売上－コスト

一定期間内に、企業として、ヒト・モ
ノ・
カネを有効活用できたのかを評価する

会計開示情報

SCM✕PLMによる経営管理サイクルの実現

どの製品事業に収益力があ
り、
どの事業に投資すべきかを
判断

企画･研究 設計･試作 生産準備 調達･製造・販売・サービス

PLMシステムなど

基幹システムなど

会計・原価 etc.

分析イメージ

管理会計としての
戦略（恣意）的な
固定費配賦を反映

ERPシステム

（基幹システム）
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製品事業の投資回収ポイント「見える
化」
ものづくりの利益（製品事業損益）分析例

※製品（群）別の新規キャッシュ回収および固定費回収

※出典: プリベクト 北⼭⼀真
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製造業の儲けの本質（再考）
【自社でコントロールできること】業務視点

・製造業にありがちな業界/事業の例

商品企画 開発･設計 調達業務 製造業務 販売業務

作るものを
自身で決定

コントロール
事項

製品仕様を
自身で決定

調達価格に
高い影響力

自社に大き
な付加価値

売価に高い
影響力

△ ○ × ◎ ×
【実行力こそが企業業績の差をもたらす】・・・Gerstner 他、同様な主張が成功した実務家に多い

・戦略を意思決定しても実行できなければ意味がない（決定するだけでは何も変わらない）

・戦略がよくても実行が伴わなければ果実を得ることはできない

・事前に合理的な戦略を実現することの限界（決定された時点でその内容が良いのか悪いのか恐らく誰にもわからない）

・戦略自体で違いを出すことの限界（独自の戦略開発は極めて難しい。どの競争相手も基本的に同じ武器で戦っていることが多い。）

・決定にかける時間より決定後に費やす時間が圧倒的に長い
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製造業の儲けの本質（再考）
【自社でコントロールできるところ】原価視点

・付加価値：

（付加価値）＝（売上高）－（外部調達費）

（利益）＝（付加価値）－（人件費・減価償却費など費
用）

（例）アップル社は、
外注先に設備を支給して、
社外も内製化することで、
実質的な付加価値を増大。

利益利益
利益

販管費

販管費

販管費

加工費

加工費

加工費

材料費

材料費

材料費

飲食業X社組立加工
製造業A社

組立加工
製造業B社
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製造業の儲けの本質（再考）

①自社でコントロールできるところが多いほど、原価企画の余地が大きい。

②付加価値を広げることが、自社の原価企画（＝コントロール）余地を大きくする。

③原価企画（＝コントロール）の鍵は設計段階での製造段階の考慮 → 固定費管理！

※業務分野の中で自社のコントロール可能領域は、１番が製造。２番が設計。

【固定費回収モデル】「先行投資した固定費」を「時間をかけて回収する」

【自社のコントロール可能領域】業務視点 X 原価視点（= 付加価値*）
*（利益）＝（付加価値）－（人件費・減価償却費など費用）,  （付加価値）＝（売上高）－（外部調達費）

【実行力こそが企業業績の差をもたらす】
多くの製造業は 競争力（＝稼ぐ力）を高めるために 地道に実行力を高めることが肝要。
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原価の発生は製造でも、決定は設計段階

トータルコストの 80%以上 発生トータルコストの80%以上決定

↓原価維持 ↓

↓原価改善 ↓
目
標
原
価

利
益

販
売
価
格

設
計
原
価

↓原価低減↓

見
積
原
価

実
際
原
価

↓原価低減↓

標
準
原
価

標
準
原
価

標
準
原
価

↓原価改善 ↓
【顧客ライフサイクル収益】
【製品ライフサイクル収益】

コストコントロールパイプラインにおける原価PDCAサイクル
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・設計→製造連携 （個別受注生産の事例）

・設計→営業連携, 製造→設計連携 の事例

EM-Bridge:

設計-製造
双方向連携

ものづくり
コミュニ
ケーション

基盤

mcframeの設計-製造連携ソリューショ
ン
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未確定な設計部品表情報も生産管理へ連携
・設計：仕掛り段階から、進捗
に合わせて製品構成を通知

・生産：出図・承認タイミング
の警告、生産進捗アラート、

→ 先行手配、サミダレ手配

M
C
Fram

e
P
LM

設
計
（E

-B
O

M

）

受注 設計 ～ 製造

前例・標準からのコピー

前例や標準

承認待

承認済

設計情報からのＩ/Ｆにより
M-BOM（構成表）定義
製品構成を初期段階から周知

設計の承認済データを
M-BOM（構成票）に反映
最遅手配タイミングにあわ
せた承認分構成の手配

過去データから最遅の手配
タイミングにかかる構成を抽出
出図・承認タイミングの警告

M
C
Farm

e

生
産
管
理(M

-B
O

M
)

手配しないと
間に合わない

手配

承認待

承認済

設計変更

変更OK？

変更影響トレース
指図変更アラート

Design-BOMで、
仕掛り段階から製造性
・調達性の検証を確認

・製品構成を設計段階から周知
・出図・承認タイミングの警告
・外注フォーキャスト

出図しないと
間に合わない!

連携

標準

機能

承認待
承認済

▼サミダレ手配（実現イメージ）

7

手配・生産進捗が見える！

早く設計しないと
手配が止まるぞ！

設計進捗が見える！

設計進捗によって
生産順序を組換えよう

工
場
能
力

Wk1Wk2Wk3Wk4Wk5Wk6Wk7Wk8

受注済

内示/確定

高確度

低確度

工場負荷
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設計→製造連携プロセスの改革・改善（事
例）

顧客 ・ 営
業

製造技術

設計

設計情報を自動で生産指示に反映

毎晩一連処理実施

設計→生産
情報変換

高速
MRP

製造指示

購買指示

生産情報

製造工程情報
テンプレート マスタ

設計
情報

自動
発注

受注設計時に生産区分情報を自動的に付与 → 生産マスタに自動展
開

ﾕﾆｯﾄX

部品E

部品F

製品設計ﾌｫﾙﾀﾞ

回路Y

設計構成表（E-BOM）

※設計時に生産区分情報を
自動的に付加する仕組み

設計情報
（生産区分付）

ﾕﾆｯﾄX

部品E

部品F

製品Z

回路Y

製造構成表（M-BOM）

※原材料や副資材等の追加
※製造都合の構成再編成など

副資材H

素材G

品目付帯情報の追加

・工程・作業情報の設定
・調達先・単価の設定
・L/T・ロットサイズ
・会計仕訳情報

etc.

製造工程情報
テンプレート

マスタ

② 設計→製造連携のスピードアップにより、半見込生産を受注生産形態
に。特注仕様から生産管理マスタを自動生成:１日複数回のMRP(自動手配)により受注～出荷リードタ

イム圧縮

① 受注設計生産における生産プロセスを、量産形態に。
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営業での見える化で設計プロセス改善（事
例）

設計営業 生産

スピードUP ＆ 受注能力UP

受注
仕様
確認 設計

手配
情報 手配 生産

▼ 納期回答

出荷

▼ 設計可否判断

▽ 納期回答

▽ 設計可否判断

営業で、既存仕様・推奨仕様がわかる！
既存仕様・推奨仕様を誘導できる！

既存仕様・推奨仕様ならば、生産予約し
、
納期回答がすぐにできる！

一度設計・手配したものは、その情報を
マスタデータとして再利用。

▲ mcframe見積構成管理の例

■ 見積/受注:３Ｄコンフィグレーション

■ 設計不通過率（受注能力）向上

△

◎ 推奨仕様/既設計仕様 （設計不通過）

×

○

未設計仕様 （設計通過） 不可仕様

◎ △ ×

実績を積み重ねて、受注設計プロセス自体を不要に。
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生産情報の設計フィードバック情報活用
（事例）

タイムリーな設計アラートで業務変革

① 不具合対策検討の設計変更時:
該当部品の製造着手予定が直近！

② VE目的の設計変更検討時:
数ヶ月先までの該当部品の使用予定

数

設計変更コスト コストダウン効果〈

比較シミュレーション

変更シミュレーショ
ン結果

・ 実需を反映して評
価

・ 直近使用予定日確
認

SCM/MSG
製造着手直前

生産管理システムから、原価/LT/
生産･販売計画と実績情報を連携

タイムライン

プッシュ通知
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設計・製造連携の本質

・コストファクターを意識した設計, 設計基準の改訂
・コストファクターを守れない場合のDR検討

・生産場所決定や内外製判断
・製造標準化促進や代替生産地検討と生産移管検討
・設計製造トレーサビリティ確保： 設計変更の反映，

不具合発生時の影響範囲の特定（極小化）

・製造作業手順書,QC工程表,工程フロー図の一元管理

・E-BOM→M-BOM作成検討（工程設計）自動化

・コストファクターを意識した査定や価格交渉
・サプライヤの工程設備やサプライヤ調査の管理

・製品事業/投資回収の見える化, 投資の意思決定
・投資回収管理の配賦/製品負担ルールの意思決定

・出荷構成（S-BOM）と保守メンテナンス履歴管理
・クレームやメンテナンス情報の設計フィードバック

データ 活 用

生産実績 実際原価

購買見積
見積仕様

作業指示
作業実績

設備状況
保全実績

工程フロー

BOM

資産データ
（リスト）

ERP/SCMシステム

基幹周辺システム（デジタル化）IOTデータ/MESデータ

連携

過去トラ
クレーム

調達実績 品質実績

・PLMやERP/SCMシステムのデータ連携
・IoTデータ/MESデータの活用

設計

調達

生技

経営

IT

サービス

製造

・生産改善の見える化（操業度等の外乱を除く）
・製造現場での３D設計資産活用

工程ツ
リー

製造ツ
リー

構成ツ
リー

組立工程検討 作業指示書

３Dデータ活用イメージ

モノづくりに必要な各種情
報を
一元管理して全部門で活用
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ものづくりIoTソリューション

生産・販売・原価管理
ソリューション

設計 生産／販売／原価管理

プロダクトライフサイクル

生産管理

MES

SCADA

PLC

製造I/O

管理会計

PLMソリューション

グローバル連結原価管理
ソリューション

海外現地法人向け
ソリューション

も
の
づ
く
り
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

デジタル時代のものづくりプラットフォーム

基幹周辺業務
デジタル化

企業間連携

ものづくりデジタライゼーション

原価ダッシュボード
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効率化を高度化へ

効率化

高度化

旧来より： 設計部門と製造部門の壁

設計と生産の拠点分業化・国際化・移転

技術の多様化・国際化・分業化・分散化

コスト構造の多様化／競合多様化・国際化

顧客の多様化・国際化／技術革新：新エネルギーなど

製造現場を知らない設計者増加、拠点毎の製造品質確認課題

グローバル開発・グローバル設計、経験ノウハウ継承の課題

現地調達・生産移管・国際分業化、新興国の安価な製品台頭

新製品・新技術・新事業

拠点生産技術情報管理
(拠点M-BOM/BOP)

設計情報の製造連携
設計フィードバック

(設計-製造双方向連携)

原価企画・製品価値創造

ライフサイクルコスト
マネージメント

ものづくりコミュニケーション基盤

利益を投資

グローバルな市場ニーズ・シーズに即応するための皆様の変革をご支援
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ビジネスエンジニアリング株式会社※

mcframe 製品

B-EN-Gの歴史は製造業の皆様とともに

豊富なノウハウ
高い実績評価

ERP導入
SAP

mcframe
GA

mcframe
（７・PLM・

CS）

Oracle

◆1996年より継続して製品強化
◆製造業に精通したSI企業

50社以上とパートナー契約

◆EBS国内初のCRM+ERP+SCMの
統合導入を実現

◆oracle Awardを5回受賞

◆国産唯一のグローバル指向ERP
◆SaaSサービスの提供
◆24カ国・550社超で採用

◆日本初のSAPパートナー
◆1998年以来、SAP Award を

15回以上受賞

Business
Engineering

Plant
Engineering

mcframe開発開始

Oracleﾊﾟｰﾄﾅｰ契約

SAPﾊﾟｰﾄﾅｰ契約 A.S.I.A.事業統合

80 90 00

TOYO B-EN-G
059585

FA

Functional
System
Integration

CIM
ERP

Global 
SCM

Enterprise
Collaborative
Integration

10

SaaS
Cloud

mcframeクラウド
提供開始

On-Demand
Online Service

&
SOA-based 
Integration

15

IoT製品
提供開始

PLM
IoT

図研 業務提携

PLM製品
提供開始

生産管理・販売管理

原価管理・経営管理

製品情報管理

設計・製造連携/原価企画

海外向け（会計・生産）

IoTシリーズ製品

設立 1999年4月に東洋エンジニアリング株式会社
（TOYO）のIT事業部が分社独立

事業拠点 東京本社、関西支店、中部営業所、茅場町オフィス

資本金 6億9760万円

株式公開 東証1部

売上高 152億5300万円（2019年3月期）

従業員 590名（2019年3月末 ※連結子会社を含む）

事業内容 ①経営戦略、事業戦略、IT戦略コンサルティング
②システム導入コンサルティングサービス
③ERP,CRM,SCM等のシステムインテグレーション
④システム運用保守サービス

関連会社 東洋ビジネスシステムサービス株式会社（B-SERV）
Toyo Business Engineering (Shanghai) Co., Ltd. 
Toyo Business Engineering (Thailand) Co., Ltd.
Toyo Business Engineering Singapore Pte. Ltd.
PT. Toyo Business Engineering Indonesia
Toyo Business Engineering U.S.A. Inc.
株式会社ダイバーシンク（株式会社図研との合弁会社）

※2019年10月 東洋エンジニアリング株式会社は、ビジネスエンジニアリング株式会社に社名が変わ
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検索検索mcframe

https://www.mcframe.com/

日本の製造業にものづくりのためのITを。
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